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は
じ
め
に

　

ド
イ
ツ
のIndustrie4.0

（
イ
ン
ダ
ス

ト
リ
ー
4

・

0
）
が
日
本
の
製
造
業
、
特

に
工
作
機
械
の
分
野
で
注
目
を
浴
び
て
い

る
。
ド
イ
ツ
本
国
よ
り
も
む
し
ろ
日
本
の

方
で
関
心
が
高
い
の
で
は
な
い
か
、
と
思

う
ほ
ど
昨
今
は
セ
ミ
ナ
ー
や
講
演
会
が
盛

況
だ
。
狭
義
に
は
、イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー
4

・

0
は
ド
イ
ツ
連
邦
政
府
の
製
造
業
情
報

化
政
策
で
あ
る
が
、
今
で
は
政
策
の
枠
を

超
え
て
製
造
業
全
体
の
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
に

な
っ
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
そ
の
実
態
を

伝
え
、
日
本
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与

え
る
の
か
と
い
う
強
い
関
心
に
応
え
る
べ

く
、
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー
4

・0
と
は
な
に

か
、
政
策
が
策
定
さ
れ
た
背
景
は
ど
う
だ

っ
た
の
か
、
そ
し
て
期
待
さ
れ
る
成
果
と

そ
の
後
の
社
会
が
ど
う
変
わ
る
の
か
に
つ

ド
イ
ツ
の
製
造
業
デ
ジ
タ
ル
化
構
想

—
 Industrie4

.0

い
て
筆
者
の
意
見
を
交
え
て
論
ず
る
こ
と

に
し
た
い
。
な
お
、
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー
4

・

0
は
比
較
的
新
し
い
概
念
で
あ
り
、
参
加

す
る
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
が
少
し
ず
つ
増

え
て
、
今
後
概
念
が
変
化
発
展
し
て
い
く

こ
と
が
予
測
さ
れ
る
。
従
っ
て
、
こ
こ
で

は
本
稿
執
筆
時
点
で
の
情
報
に
基
づ
い

て
い
る
と
い
う
こ
と
を
予
め
お
断
り
し

て
お
く
。

イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー
4

・0
と
は

　

第
四
次
産
業
革
命
と
い
う
意
味
で
あ

る
。
第
一
次
産
業
革
命
は
18
世
紀
の
蒸
気

機
関
に
よ
る
機
械
的
な
生
産
設
備
の
導

入
、
第
二
次
産
業
革
命
は
19
世
紀
後
半

の
電
気
に
よ
る
大
量
生
産
を
指
す
こ
と
は

議
論
を
待
た
な
い
。
第
三
次
以
降
は
専
門

家
に
よ
っ
て
定
義
が
分
か
れ
る
が
、
ド
イ

ツ
政
府
は
、
70
年
代
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

澤
田 

朋
子

J
S
T 
研
究
開
発
戦
略
セ
ン
タ
ー

海
外
動
向
ユ
ニッ
ト 

フ
ェロ
ー

特
集
2

図表 1　産業革命の 4 段階

出典： Industrie4.0プラットフォーム実施勧告提言書2013より転載
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に
よ
る
生
産
過
程
の
制
御
を
第
三
次
産
業

革
命
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
現
在
、
人

類
は
第
四
次
産
業
革
命
の
端
緒
に
立
っ
て

い
る
と
位
置
づ
け
、
ド
イ
ツ
は
そ
の
中
で

イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
を
取
る
こ
と
を
目
指
し

て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ま
で
の
産
業
革

命
に
あ
る
よ
う
な
革
新
的
な
、
破
壊
的
な

技
術
が
あ
る
の
か
と
い
う
と
そ
う
で
も
な

い
も
の
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
（Internet 

of T
hings: IoT

）
や
生
産
の
自
動
化

（Factory A
utom

ation

）
技
術
を
駆
使

し
、
工
場
内
外
の
モ
ノ
や
サ
ー
ビ
ス
と
連

携
す
る
こ
と
で
、
今
ま
で
に
な
い
価
値

や
、
新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
創
出
を

狙
っ
た
次
世
代
製
造
業
の
コ
ン
セ
プ
ト
で

あ
る
。
現
代
の
製
造
業
が
直
面
し
て
い
る

課
題
は
、
主
に
生
産
性
、
ス
ピ
ー
ド
、
柔

軟
性
で
あ
り
、
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー
4

・0

を
実
現
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
こ
れ
ら
を
克

服
し
、
こ
の
た
め
の
技
術
開
発
や
産
業
構

造
の
変
化
を
推
進
す
る
。
つ
ま
り
、
現
在

あ
る
技
術
や
プ
ロ
セ
ス
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
で
あ
っ
て
、「
革
命
」
と
い
う
よ
り
は
、

最
適
な
価
値
を
生
も
う
と
い
う
「
改
革
」＝

エ
ボ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
だ
と
い
う
こ
と
だ
。

ド
イ
ツ
科
学
技
術

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
基
本
政
策

﹁
ハ
イ
テ
ク
戦
略
﹂

　

で
は
背
景
と
し
て
、
イ
ン
ダ
ス
ト
リ

ー
4

・0
の
上
位
に
あ
る
基
本
政
策
に

つ
い
て
簡
単
に
述
べ
よ
う
。
ド
イ
ツ
で
初

の
科
学
技
術
と
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
関
す

る
基
本
的
な
戦
略
で
あ
る
「
ハ
イ
テ
ク
戦

略
」
は
2
0
0
6
年
に
発
表
さ
れ
た
。
個

人
、
企
業
、
社
会
が
持
続
的
に
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
を
興
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
環

境
を
整
備
す
る
こ
と
を
目
標
に
、
優
先
的

に
取
り
組
む
17
の
技
術
分
野
を
特
定
す

る
な
ど
と
し
て
い
る
。
第
二
期
に
あ
た
る

「
ハ
イ
テ
ク
戦
略
2
0
2
0
」
は
、
第
一

期
を
ベ
ー
ス
に
グ
ロ
ー
バ
ル
な
社
会
的
課

題
の
解
決
を
図
る
た
め
に
数
々
の
施
策
や

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実
施
す
る
と
い
う
形
で

2
0
1
0
年
に
発
表
さ
れ
た
。「
ハ
イ
テ

ク
戦
略
2
0
2
0
」
で
抽
出
さ
れ
た
重

点
分
野
は
、
環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
健
康
・

食
糧
、
輸
送
、
安
全
、
通
信
の
5
つ
で
、

同
分
野
の
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
の
解
決
の
た

め
に
10
項
目
の
「
未
来
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

と
い
う
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
が
2
0
1
1

年
ま
で
に
順
次
発
表
さ
れ
た
。
そ
の
う
ち

の
一
つ
が
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー
4

・0
と
い

う
政
策
の
位
置
づ
け
で
あ
る
。

ハ
イ
テ
ク
戦
略
が
出
さ
れ
た

社
会
的
背
景

　

ド
イ
ツ
国
内
の
製
造
業
は
、
こ
れ
ま
で

雇
用
を
多
く
生
み
出
し
て
き
た
。＂M

ade 
in G

erm
any

＂
を
支
え
、
こ
れ
に
貢
献

し
て
き
た
の
が
ド
イ
ツ
の
工
学
教
育
で
あ

り
、
マ
イ
ス
タ
ー
制
度 

、
デ
ュ
ア
ル
教
育

と
い
っ
た
ド
イ
ツ
特
有
の
教
育
・
職
業
訓

練
制
度
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
70
年
代

の
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
、
80
年
代
の
マ
ル
ク

高
や
人
件
費
の
高
騰
を
原
因
と
し
、
生
産

拠
点
と
し
て
の
ド
イ
ツ
の
地
位
が
危
う
く

な
っ
て
き
た
。
繊
維
産
業
を
皮
切
り
に
、

自
動
車
産
業
ま
で
も
が
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
近

い
現
地
生
産
を
推
進
し
、
ド
イ
ツ
国
内
の

失
業
率
は
徐
々
に
上
が
り
始
め
た 

。
さ

ら
に
、
伝
統
的
な
マ
イ
ス
タ
ー
制
度
や
大

学
教
育
は
、
米
国
な
ど
と
比
べ
て
資
格
取

得
や
卒
業
ま
で
に
長
い
時
間
が
か
か
り
、

I
T
産
業
の
よ
う
に
め
ま
ぐ
る
し
く
進
化

発
展
す
る
分
野
の
人
材
育
成
が
、
産
業
界

の
需
要
に
追
い
付
か
な
い
状
況
が
生
ま
れ

始
め
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
環
境
に

さ
ら
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
の
が
、
東

西
ド
イ
ツ
再
統
一（
1
9
9
0
年
）と
そ
れ

に
続
く
長
い
不
況
だ
っ
た
。
旧
東
ド
イ
ツ

地
域
へ
の
公
的
資
金
の
投
入
が
連
邦
政
府

の
財
政
を
圧
迫
し
た
だ
け
で
な
く
、
同
時

期
に
一
気
に
民
主
化
し
た
旧
東
欧
諸
国
で

急
増
し
た
対
外
直
接
投
資
に
よ
っ
て
製
品

輸
入
が
増
大
し
た
。
こ
う
し
て
90
年
代
後

半
に
は
失
業
率
が
上
が
り
続
け
、一
部
の

州
で
は
20
％
を
超
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。

社
会
保
険
、年
金
、
税
金
と
構
造
的
な
問

題
を
抱
え
な
が
ら
、
改
革
が
中
々
先
に
進

ま
な
い
「
改
革
渋
滞
」と
呼
ば
れ
る
時
期

が
続
い
た
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
で
前
政
権
の
シ
ュ
レ

ー
ダ
ー
首
相
が
2
0
0
2
年
頃
か
ら
取

り
か
か
っ
た
の
が
先
ず
社
会
保
障
改
革
で

あ
る
。
改
革
の
成
果
が
出
始
め
景
気
が

底
を
打
っ
た
の
が
2
0
0
5
年
で
あ
り
、

2
0
0
6
年
に
誕
生
し
た
メ
ル
ケ
ル
政
権

が
打
ち
出
し
た
の
が
「
ハ
イ
テ
ク
戦
略
」

だ
っ
た
。

ス
マ
ー
ト
工
場
の
実
現

　

サ
イ
バ
ー
フ
ィ
ジ
カ
ル
シ
ス
テ
ム
（
C

P
S
）
を
基
礎
と
し
た
生
産
、
情
報
通
信

の
技
術
と
生
産
技
術
を
統
合
す
る
と
い
う

の
が
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー
4

・

0
の
コ
ン
セ

プ
ト
で
あ
る
。
ド
イ
ツ
の
強
み
で
あ
る
機

械
、
設
備
に
関
す
る
技
術
と
シ
ス
テ
ム
開

発
や
埋
め
込
み
ソ
フ
ト
開
発
の
能
力
を
活

か
し
、
生
産
を
デ
ジ
タ
ル
化
す
る
こ
と
で

ス
マ
ー
ト
工
場
を
実
現
し
よ
う
と
い
う
も

の
だ
。
C
P
S
は
既
に
自
動
車
の
ナ
ビ
ゲ

ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
な
ど
で
実
用
化
さ
れ

て
い
る
。
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
接
続
さ
れ
た

ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
に
よ
る

情
報
と
リ
ア
ル
な
道
路
状
況
か
ら
の
渋
滞

情
報
を
用
い
て
、
走
行
を
ア
シ
ス
ト
し
ル

ー
ト
案
内
を
す
る
技
術
な
ど
だ
。
こ
れ
を

生
産
の
現
場
で
実
現
し
よ
う
と
い
う
の
が

イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー
4

・0
の
主
要
テ
ー
マ

の
一
つ
で
あ
る
。
工
場
に
お
け
る
C
P
S

の
実
装
は
、
新
し
い
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
、

革
命
的
な
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
新
た
な

バ
リ
ュ
ー
チ
ェ
ー
ン
を
作
り
出
し
、
自
動
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車
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
機
械
な
ど
の
ド
イ
ツ

の
強
み
で
あ
る
産
業
の
大
変
革
を
も
た
ら

す
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
C
P
S
の
技

術
的
な
要
件
は
、
モ
バ
イ
ル
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
・
ア
ク
セ
ス
の
確
保
で
あ
る
。
機
械

が
自
律
的
に
情
報
交
換
し
、
判
断
し
て

生
産
を
実
行
す
る
た
め
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

と
、
最
適
な
セ
ン
サ
ー
や
高
度
な
ア
ク
チ

ュ
エ
ー
タ
技
術
の
革
新
の
た
め
に
研
究
開

発
が
な
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
C
P
S
と

両
輪
を
為
す
の
が
機
械
側
の
研
究
開
発
で

あ
る
。
操
作
性
や
機
器
の
イ
ン
タ
ー
フ
ェ

ー
ス
改
善
、
人
と
機
械
の
イ
ン
タ
ー
フ
ェ

ー
ス
に
関
す
る
技
術
、
機
械
と
機
械
が

自
律
的
に
協
調
し
特
別
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

必
要
と
し
な
い
連
携
を
可
能
に
す
る
技
術

（Plug&
Produce

）の
研
究
推
進
で
あ
る
。

ス
マ
ー
ト
工
場
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化

　

ス
マ
ー
ト
工
場
に
お
い
て
は
、
人
間
、

機
械
、
資
源
が
社
会
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
お

け
る
よ
う
に
、
相
互
に
知
識
を
有
す
る
。

ス
マ
ー
ト
工
場
で
生
産
さ
れ
た
ス
マ
ー
ト

プ
ロ
ダ
ク
ト
は
、
い
つ
製
造
さ
れ
て
、
ど

の
よ
う
な
パ
ラ
メ
ー
タ
で
自
分
を
加
工

し
、
ど
こ
に
納
入
す
べ
き
か
な
ど
能
動
的

に
製
造
プ
ロ
セ
ス
を
支
援
す
る
。
デ
ザ
イ

ン
か
ら
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
に
至
る
様
々
な
生

産
の
リ
ソ
ー
ス
に
お
い
て
、
材
料
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
、情
報
の
流
れ
を
I
T
で
つ
な
ぎ
、

立
案
シ
ス
テ
ム
、
制

御
シ
ス
テ
ム
を
含

ん
で
、
バ
リ
ュ
ー
チ

ェ
ー
ン
を
構
成
す

る
。
さ
ら
に
、
ス
マ

ー
ト
工
場
は
将
来

的
に
単
体
で
存
在

す
る
の
で
は
な
く
、

ス
マ
ー
ト
モ
ビ
リ
テ

ィ
、
ス
マ
ー
ト
ロ
ジ

ス
テ
ィ
ッ
ク
、
ス
マ

ー
ト
グ
リ
ッ
ド
、
ス

マ
ー
ト
シ
テ
ィ
と
、

未
来
の
統
合
型
イ

ン
フ
ラ
の
重
要
な

構
成
要
素
と
成
る

こ
と
が
期
待
さ
れ

て
い
る
。
現
在
、
日

本
で
も
会
社
単
体
、

も
し
く
は
系
列
会

社
も
含
ん
だ
縦
割

り
の
グ
ル
ー
プ
内

で
は
す
で
に
ス
マ

ー
ト
工
場
を
実
現

し
て
い
る
企
業
も
少
な
く
な
い
か
も
し
れ

な
い
。
し
か
し
ド
イ
ツ
の
そ
れ
は
、
企
業

の
枠
組
み
を
超
え
て
、
複
数
の
工
場
が
つ

な
が
る
こ
と
が
目
標
な
の
だ
。

企
業
内
の
垂
直
統
合

　

企
業
内
の
、
工
場
現
場
レ
ベ
ル
、
生
産

ラ
イ
ン
制
御
レ
ベ
ル
、
生
産
指
導
レ
ベ
ル
、

企
業
経
営
（
本
社
）
レ
ベ
ル
に
お
け
る
各

段
階
の
多
様
な
I
T
シ
ス
テ
ム
を
統
合
す

る
こ
と
を
垂
直
統
合
と
い
う
。
現
在
は
、

直
ぐ
隣
り
合
う
レ
ベ
ル
の
ア
プ
リ
ケ
ー
シ

ョ
ン
は
相
互
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
可

能
で
あ
る
が
、
例
え
ば
企
業
経
営
レ
ベ
ル

と
工
場
の
現
場
を
直
接
つ
な
ぐ
ソ
フ
ト
ウ

ェ
ア
は
ほ
と
ん
ど
存
在
し
な
い
。
存
在
し

な
い
理
由
は
単
純
で
、
こ
れ
ま
で
そ
の
必

要
が
な
か
っ
た
か
ら
だ
。
し
か
し
、
イ
ン

ダ
ス
ト
リ
ー
4

・

0
で
は
、
こ
れ
ら
複
数

の
レ
イ
ヤ
ー
を
つ
な
い
で
、
リ
ア
ル
タ
イ

ム
に
情
報
交
換
を
行
え
る
よ
う
に
す
る
こ

図表 3　参照アーキテクチャ概念図　工場内の統合化

出典： Industrie4.0プラットフォーム実施勧告提言書2013より転載

図表 2　バリューチェーンのネットワーク化

出典： Industrie4.0プラットフォーム実施勧告提言書2013より転載
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と
を
目
指
し
て
い
る
。
こ
れ
が
実
現
す
れ

ば
、
経
営
（
本
社
）
レ
ベ
ル
で
受
け
た
商

品
の
受
注
内
容
が
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
工
場

現
場
レ
ベ
ル
に
反
映
さ
れ
、
生
産
し
か
か

り
の
寸
前
や
場
合
に
よ
っ
て
は
ラ
イ
ン
が

稼
働
し
て
い
る
最
中
で
も
仕
様
や
生
産
量

の
変
更
が
可
能
に
な
る
と
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
他
に
も
、
機
械
に
不
具
合
が
生
じ
た

場
合
に
も
、
生
産
ラ
イ
ン
制
御
の
レ
ベ
ル

が
直
ち
に
ラ
イ
ン
を
止
め
ず
に
ラ
イ
ン
組

換
が
可
能
に
な
り
、
経
営
レ
ベ
ル
で
は
調

達
先
や
生
産
工
場
の
変
更
が
ス
ム
ー
ズ
に

で
き
る
な
ど
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
個
別
化

生
産
が
現
実
の
も
の
と
な
る
こ
と
が
期
待

さ
れ
て
い
る
。

イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー
4

・0
の

進
捗

　

で
は
、
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー
4

・

0
は
ど

の
程
度
進
ん
で
い
る
の
か
。
政
策
文
書
で

は
、
2
0
2
5
年
頃
に
ス
マ
ー
ト
工
場
が

実
現
し
て
い
る
こ
と
を
目
標
に
置
い
て
い

る
。
政
策
が
公
表
さ
れ
た
の
が
2
0
1
1

年
、
ほ
ぼ
3
年
経
過
し
た
現
在
は
、
ロ
ー

ド
マ
ッ
プ
の
最
初
の
フ
ェ
ー
ズ
、
現
場
工

場
レ
ベ
ル
で
個
々
の
機
械
の
通
信
プ
ロ
ト

コ
ル
を
標
準
化
す
る
と
い
う
と
こ
ろ
だ
。

現
在
の
工
場
で
は
、
異
な
る
機
械
を
単

に
ケ
ー
ブ
ル
で
つ
な
い
で
、
ラ
イ
ン
を
形

成
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
例
え
て
言
う
な

ら
、
ア
ッ
プ
ル
の
i
P
h
o
n
e
と
ア
ン

ド
ロ
イ
ド
携
帯
が
相
互
に
通
話
で
き
な
い

状
態
に
あ
る
。
こ
れ
は
、
大
企
業
で
あ
れ

ば
、
機
械
と
機
械
を
つ
な
ぐ
ア
プ
リ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
し
た
り
、
シ
ス

テ
ム
を
構
築
す
る
な
ど
し
て
対
応
が
で
き

る
。
し
か
し
、
多
く
の
中
小
企
業
に
と
っ

て
は
、
大
き
な
コ
ス
ト
負
担
だ
し
、
機
械

に
O
S
が
内
蔵
さ
れ
て
い
れ
ば
、
こ
の

ア
ッ
プ
デ
ー
ト
も
ま
た
問
題
だ
。
日
本
と

同
じ
く
国
内
の
総
企
業
数
の
99
％
が
中
小

企
業
で
あ
る
と
さ
れ
る
ド
イ
ツ
で
は
、
中

小
企
業
を
ど
う
巻
き
込
む
か
と
い
う
戦

略
が
た
い
へ
ん
重
要
に
な
っ
て
く
る
。
つ

ま
り
、
工
場
内
の
通
信
規
格
の
標
準
化

は
、
国
際
競
争
に
打
ち
勝
つ
た
め
の
イ
ン

ダ
ス
ト
リ
ー
4

・

0
と
い
う
ナ
シ
ョ
ナ
ル

チ
ー
ム
に
中
小
企
業
を
参
加
さ
せ
る
条
件

を
整
え
る
こ
と
に
あ
る
と
言
え
る
。
さ
ら

に
、
ド
イ
ツ
が
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
を
と
る

形
で
、
自
動
化
技
術
の
標
準
化
に
向
け

て
、
2
0
1
4
年
7
月
に
国
際
電
気
標
準

会
議
（
I
E
C
） 

に
、
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー

4

・

0
の
戦
略
グ
ル
ー
プ
を
設
置
す
る
な

ど
し
て
い
る
。
ド
イ
ツ
電
気
技
術
委
員
会

（
D
K
E
） 

が
2
0
1
3
年
末
に
ロ
ー
ド

マ
ッ
プ
V
er.
1

・

0
を
発
表
し
た
。
国

際
標
準
（
I
E
C
、
I
S
O
）、
欧
州
標
準

（
C
E
N
E
L
E
C
）と
の
連
携
を
重
視
国

内
業
界
団
体
の
専
門
知
識
を
生
か
し
、
積

極
的
に
国
際
標
準
団
体
へ
働
き
か
け
る
と

し
、
シ
ス
テ
ム
関
連
の
手
順
と
領
域
を
ま

た
が
る
コ
ン
セ
プ
ト
に
重
点
を
置
い
て
い

る
。
そ
の
後
、第
二
フ
ェ
ー
ズ
の
実
用
化
、

デ
モ
工
場
の
実
現
、
第
三
フ
ェ
ー
ズ
の
法

整
備
、
第
四
フ
ェ
ー
ズ
の
汎
用
化
、
イ
ン

ダ
ス
ト
リ
ー
4

・

0
の
達
成
段
階
へ
と
進

む
計
画
だ
。

ド
イ
ツ
株
式
会
社

　

こ
の
政
策
は
、
今
の
と
こ
ろ
上
手
く
進

捗
し
て
い
る
と
い
え
る
。
そ
の
理
由
は
、

産
学
官
が
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
む
「
ド

イ
ツ
株
式
会
社
」
的
な
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
が
構
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
だ
。
政
府
は
、

標
準
化
へ
の
準
備
や
中
小
企
業
の
研
究
開

発
支
援
な
ど
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
環
境
の
整

備
を
担
い
、
産
業
界
は
生
産
の
効
率
化
、

低
コ
ス
ト
化
に
向
け
て
研
究
開
発
投
資
を

積
極
的
に
行
っ
て
い
る
。
ア
カ
デ
ミ
ア
も

工
科
大
学
や
専
門
大
学
を
中
心
に
様
々
な

国
家
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
州
レ
ベ
ル
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
し
、
基
盤
的
な
技
術
へ

の
貢
献
を
し
て
い
る
。
ま
た
、
ド
イ
ツ
の

公
的
研
究
機
関
で
応
用
研
究
に
特
化
し

た
フ
ラ
ウ
ン
ホ
ー
フ
ァ
ー
応
用
研
究
促
進

協
会
（
F
h
G
） 

が
、
産
業
界
と
ア
カ
デ

ミ
ア
の
橋
渡
し
機
関
と
し
て
機
能
し
て
い

る
。
さ
ら
に
、ド
イ
ツ
で
は
労
働
組
合
が

イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー
4

・0
に
賛
成
の
立
場

を
取
っ
て
お
り
、
ド
イ
ツ
と
い
う
国
が
ま

る
で
一
つ
の
企
業
で
あ
る
か
の
よ
う
に
展

開
し
て
い
る
。
第
二
に
、
同
政
策
は
明
確

な
ビ
ジ
ョ
ン
を
も
っ
て
い
る
こ
と
が
上
げ

ら
れ
る
。
市
場
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
競
争

力
の
あ
る
産
業
拠
点
と
し
て
付
加
価
値

の
高
い
製
品
を
ド
イ
ツ
で
生
産
し
輸
出
す

る
こ
と
、
主
導
的
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
と
し
て

工
作
機
械
と
必
要
な
モ
ジ
ュ
ー
ル
を
輸
出

し
、
世
界
の
工
場
の
製
造
技
術
を
主
導
す

る
2
段
の
戦
略
を
示
し
て
い
る
こ
と
だ
。

2
0
2
5
年
頃
を
目
標
に
遠
す
ぎ
ず
近
す

ぎ
な
い
展
望
で
、
産
業
界
の
や
る
気
を
引

き
出
し
て
い
る
と
言
え
る
。

人
材
育
成
と
労
働

　

イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー
4

・0
で
は
、
生
産

リ
ソ
ー
ス
と
プ
ロ
セ
ス
を
状
況
に
応
じ
て

制
御
、
調
整
す
る
能
力
が
労
働
者
に
求
め

ら
れ
る
。
労
働
者
は
、
ト
ラ
ブ
ル
処
理
や

煩
雑
な
ル
ー
チ
ー
ン
ワ
ー
ク
か
ら
免
除
さ

れ
る
こ
と
で
、
創
造
的
で
価
値
創
出
の
た

め
の
労
働
に
集
中
で
き
る
よ
う
に
な
る
と

さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
労
働
内
容
や
条

件
が
柔
軟
に
な
る
こ
と
で
、
人
材
の
流
動

性
や
よ
り
個
人
に
合
っ
た
職
の
確
保
が
期

待
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
新
た
な
仮
想

作
業
環
境
の
要
件
は
、
作
業
能
力
の
維
持

と
確
保
の
危
険
も
包
含
し
て
い
る
。
技
術

的
統
合
が
進
む
ほ
ど
、
柔
軟
性
を
要
求
さ

れ
、
仮
想
と
経
験
世
界
と
の
間
の
緊
張
が

高
ま
り
、
広
が
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

作
業
プ
ロ
セ
ス
の
電
子
化
／
仮
想
化
が
進

ん
で
、
行
動
能
力
の
喪
失
、
自
己
行
為
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か
ら
の
離
脱
経
験
が
生
じ
る
か
も
し
れ
な

い
。
こ
の
よ
う
な
関
係
の
中
で
は
、
職
場

組
織
、
継
続
教
育
活
動
、
技
術
／
ソ
フ
ト

ウ
ェ
ア
・
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
が
相
互
に
調

整
さ
れ
、「
一
体
的
に
」
集
中
し
て
展
開

さ
れ
る
社
会
技
術
的
設
計
が
な
さ
れ
る
必

要
が
あ
る
と
し
て
い
る
。

　

I
T
の
専
門
資
格
も
、
イ
ン
ダ
ス
ト
リ

ー
4

・0
に
よ
っ
て
根
本
的
に
変
化
す
る

こ
と
が
予
測
さ
れ
る
。
想
定
さ
れ
る
応
用

領
域
の
多
様
性
か
ら
、
教
育
の
標
準
化
に

は
限
界
が
あ
る
。
デ
ジ
タ
ル
経
済
の
要
件

を
教
育
に
取
り
入
れ
る
に
は
、
製
造
産
業

と
の
対
話
が
ま
す
ま
す
重
要
で
、
企
業
と

大
学
が
密
接
な
関
係
を
築
い
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
自
然
科
学
と
エ
ン
ジ
ニ

ア
リ
ン
グ
だ
け
で
な
く
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

や
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
管
理
の
よ
う
な
広
範
な

専
門
知
識
に
さ
ら
に
取
り
組
む
こ
と
も
必

要
と
の
認
識
で
あ
る
。

フ
ァ
ク
ト
リ
ー
・

オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
と
働
き
方

　

機
械
化
と
労
働
に
つ
い
て
は
、
古
く
は

英
国
に
お
け
る
19
世
紀
後
半
の
織
物
産
業

で
議
論
さ
れ
て
き
た
、
日
本
や
ド
イ
ツ
で

も
工
場
の
オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
化
と
労
働

に
つ
い
て
80
年
代
頃
さ
か
ん
に
研
究
さ
れ

た
よ
う
に
、
古
く
て
新
し
い
テ
ー
マ
で
あ

る
。
さ
ら
に
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー
4

・0
で

は
、
生
産
の
デ
ジ
タ
ル
化
、
情
報
化
に
よ

っ
て
機
械
同
士
が
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
行
い
、
自
ら
考
え
て
生
産
で
き
る
自
動

化
が
進
め
ば
、
ま
す
ま
す
人
が
い
ら
な
く

な
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
か
も
し
れ

な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
90
年
代
に
は
明

ら
か
に
な
っ
た
よ
う
に
、
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
・

オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
無
人
化
は
不

可
能
で
あ
り
、
必
ず
人
間
の
力
が
必
要
に

な
る
。
そ
こ
で
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー
4

・0

で
は
補
足
的
な
研
究
と
し
て
、
連
邦
政
府

に
よ
っ
て
将
来
の
働
き
方
研
究
が
推
進
さ

れ
て
い
る
。
現
実
に
は
、
産
業
分
野
、
業

種
に
よ
っ
て
工
場
の
構
成
要
素
が
大
き
く

異
な
り
、
モ
デ
ル
化
は
難
し
い
の
が
現
状

だ
。
半
導
体
の
生
産
工
程
と
自
動
車
生
産

の
工
程
で
は
人
間
へ
の
依
存
度
は
全
く
違

う
。
今
の
ド
イ
ツ
で
積
極
的
に
議
論
さ
れ

て
い
る
の
は
、
今
後
15
年
ほ
ど
の
間
に
イ

ン
ダ
ス
ト
リ
ー
4

・0
の
進
捗
に
よ
っ
て
、

職
業
訓
練
期
に
得
た
能
力
が
不
要
に
な
っ

た
場
合
、
あ
る
い
は
ま
た
別
の
ス
キ
ル
が

追
加
的
に
必
要
に
な
っ
た
場
合
に
速
や
か

に
二
次
的
な
職
業
訓
練
を
受
け
る
機
会

や
制
度
を
ど
う
作
る
か
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。

製
造
業
に
あ
た
え
る
影
響

■ 

個
別
化
生
産

　

低
コ
ス
ト
で
消
費
者
個
別
の
リ
ク
エ
ス

ト
に
応
え
ら
れ
る
環
境
が
整
備
さ
れ
る
た

め
に
は
、
生
産
プ
ロ
セ
ス
の
標
準
化
、
モ

ジ
ュ
ー
ル
化
、
デ
ジ
タ
ル
化
、
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
化
お
よ
び
自
動
化
が
5
つ
の
鍵
で
あ

る
。
個
別
化
生
産
で
は
、
工
場
や
生
産
拠

点
の
分
散
だ
け
で
な
く
、
1
台
の
機
械
や

設
備
で
多
品
種
の
生
産
が
可
能
と
な
る
。

■ 

省
資
源

　

工
業
国
で
は
、
生
産
部
門
が
電
気
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
大
手
消
費
者
で
あ
る
。
コ
ス
ト

に
直
接
的
に
影
響
す
る
こ
と
か
ら
、
産
業

界
は
消
費
を
抑
え
た
り
、
代
替
策
を
講
じ 写真提供：ドイツ・ダイムラー社（Daimler ＡＧ）
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た
り
、
様
々
な
努
力
を
行
っ
て
い
る
。
と

り
わ
け
、
原
材
料
を
含
む
エ
ネ
ル
ギ
ー
資

源
管
理
が
最
重
要
課
題
と
な
る
。
C
P
S

に
よ
る
工
場
の
管
理
に
よ
っ
て
、
生
産
プ

ロ
セ
ス
と
機
械
、
設
備
の
稼
動
を
効
率
化

す
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
。
例
え
ば
、
工

場
は
週
末
な
ど
に
休
止
し
て
い
る
間
も
速

や
か
な
生
産
再
開
の
た
め
に
電
源
が
入
っ

た
状
態
に
な
っ
て
お
り
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
全

消
費
量
の
12
％
に
上
っ
て
い
る
。
こ
う
し

た
状
態
を
ス
マ
ー
ト
工
場
で
は
排
除
で
き

る
よ
う
に
な
る
。

■ 

労
働
の
高
度
化

　

自
律
的
に
学
ぶ
機
械
、
考
え
る
工
場
に

よ
っ
て
労
働
者
の
作
業
は
容
易
に
効
率
的

に
な
る
。
ま
た
、
熟
練
し
た
高
齢
の
労
働

者
を
補
助
す
る
機
能
を
備
え
る
こ
と
で
、

彼
ら
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
長
期
に
わ
た
り
工
場

に
備
え
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
。
企
業
内

で
は
機
械
だ
け
で
な
く
人
の
つ
な
が
り
も

密
に
な
り
、
情
報
交
換
や
知
識
の
共
有
が

可
能
と
な
る
。
生
産
の
拠
点
が
分
散
化
す

る
の
に
伴
い
、
高
度
技
術
者
を
複
数
の
工

場
で
シ
ェ
ア
す
る
こ
と
も
現
実
の
も
の
と

な
る
。

結
語
に
か
え
て

　

果
た
し
て
ド
イ
ツ
の
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー

響
力
を
持
つ
労
働
組
合
が
イ
ン
ダ
ス
ト
リ

ー
4

・0
の
推
進
に
賛
成
し
て
い
る
理
由

が
あ
る
。
労
働
力
も
重
要
な
資
源
と
と
ら

え
、
こ
の
資
源
を
省
く
だ
け
で
な
く
合
理

的
に
用
い
、
ま
た
そ
の
役
割
を
さ
ら
に
進

化
さ
せ
る
と
い
う
理
念
で
あ
る
。
迅
速
な

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
実
現
に
は
ア
イ
デ
ィ

ア
か
ら
市
場
投
入
ま
で
一
貫
し
て
行
う
こ

と
が
求
め
ら
れ
、
さ
ら
に
産
学
連
携
の
重

要
性
が
増
す
。
生
産
現
場
か
ら
の
フ
ィ
ー

ド
バ
ッ
ク
が
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
な
り
、
ま

た
研
究
の
場
が
生
産
に
近
い
と
こ
ろ
で
行

わ
れ
る
中
で
、
若
い
労
働
力
、
高
度
な
技

術
者
の
育
成
も
同
時
に
行
え
る
環
境
が
創

出
さ
れ
る
。

　

一
方
で
、
2
0
2
5
年
頃
の
ド
イ
ツ
製

造
業
が
ど
う
い
う
姿
に
な
っ
て
い
る
か
、

な
り
得
る
か
と
い
う
問
い
に
答
え
る
の
は

容
易
で
は
な
い
。
技
術
的
な
側
面
か
ら
い

え
ば
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
分
野
の
研
究
開
発

が
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
通
り
に
進
む
か
否
か
が

鍵
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。
簡
単
に
複
製
で

き
る
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
や
コ
ン
フ
ィ
ギ
ュ
レ

ー
シ
ョ
ン
の
ノ
ウ
ハ
ウ
の
模
倣
も
増
え
て

き
て
い
る
。
い
か
に
企
業
間
で
、
企
業
秘

密
と
透
明
性
を
保
証
で
き
る
か
と
い
う
問

題
を
解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
も
、

工
場
内
、
工
場
間
が
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
つ

な
が
る
以
上
、
最
初
の
設
計
か
ら
エ
ン
ジ

ニ
ア
リ
ン
グ
、
運
用
・
保
守
に
至
る
ま
で
、

ユ
ー
ザ
ー
の
要
請
に
合
わ
せ
、
ユ
ー
ザ
ー

フ
レ
ン
ド
リ
ー
な
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ー
ス
で
、

ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
実
行
を
保
証
す
る

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
・
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
開

発
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
ら
を
解

決
す
る
た
め
に
も
ク
ラ
ウ
ド
側
に
情
報
を

持
た
せ
る
の
で
は
な
く
、
ド
イ
ツ
が
得
意

と
す
る
機
械
の
側
で
情
報
を
守
る
戦
略
が

重
要
で
あ
る
。
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4

・

0
は
成
功
す
る
の
だ
ろ
う
か
？

　

隠
れ
た
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
と
し
て
知
ら
れ

る
、
ド
イ
ツ
の
創
造
的
中
小
企
業
が
ド

イ
ツ
の
経
済
を
支
え
て
い
る
と
い
わ
れ
て

い
る
。
研
究
開
発
費
が
多
い
世
界
の
上

場
企
業
1
0
0
0
社
の
研
究
開
発
投
資

は
平
均
し
て
売
上
高
の
3

・6
％
で
あ
る

一
方
、
ド
イ
ツ
の
隠
れ
た
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン

は
、
売
上
高
の
5

・9
％
を
研
究
開
発
に

費
や
し
て
い
る
と
い
う
。
こ
う
し
た
研
究

開
発
に
熱
心
な
中
小
企
業
が
ド
イ
ツ
に
は

2
0
0
0
社
あ
ま
り
あ
る
と
言
わ
れ
て
い

る
。
ま
た
、
自
動
車
な
ど
の
消
費
財
に
比

べ
あ
ま
り
知
名
度
は
な
い
が
、
ド
イ
ツ
は

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
開
発
で
も
世
界
の
ト
ッ

プ
グ
ル
ー
プ
に
お
り
、
組
み
込
み
シ
ス
テ

ム
で
は
米
国
、
日
本
に
つ
い
で
世
界
第
3

位
で
あ
る
。
特
に
産
業
向
け
組
み
込
み
シ

ス
テ
ム
の
シ
ェ
ア
は
さ
ら
に
存
在
感
が
大

き
い 

。
従
来
型
の
も
の
づ
く
り
と
ソ
フ
ト

ウ
ェ
ア
の
開
発
の
両
方
の
能
力
を
兼
ね
備

え
た
ド
イ
ツ
は
、
モ
ノ
と
サ
ー
ビ
ス
の
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
世
界
で
一
歩
先
を
行
っ

て
い
る
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

　

さ
ら
に
、
ド
イ
ツ
で
は
人
間
の
働
き
方

が
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー
4

・0
に
よ
っ
て
ど

う
変
わ
る
か
と
い
う
議
論
が
、
基
盤
技
術

の
研
究
開
発
と
同
時
並
行
で
行
わ
れ
て
い

る
。
こ
こ
に
、
ド
イ
ツ
社
会
に
大
き
な
影


